
ス
ー
パ
ー
の
撤
退
に
よ
り
、

「
買
い
物
が
大
変
に
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
届
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
タ
ク
シ
ー
の
予

約
が
取
れ
な
い
」
「
駅
ま
で
車

で
乗
せ
て
く
れ
た
ら
」
「
タ
ク

シ
ー
券
は
本
当
に
あ
り
が
た
い

が
、
不
足
分
の
負
担
が
重
い
」

な
ど
様
々
な
声
が
届
い
て
い
ま

す
。
住
民
の
声
、
実
態
を
調
査

し
、
買
い
物
ツ
ア
ー
の
拡
充
、

タ
ク
シ
ー
券
の
増
刷
、
或
い
は

別
の
方
法
に
よ
る
移
動
手
段
を

検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
買
い
物
ツ
ア
ー
の
申

し
込
み
超
過
が
あ
れ
ば
拡
充
を

検
討
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
事

業
所
の
実
情
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
委
託
先
の
増
加
に
繋
げ

ま
す
。
（
１
２
月
議
会
で
は
、

タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
増
加
を
見

込
ん
で
、
事
業
費
２
４
０
万
円

増
額
）

介
護
保
険
料
は
、
３
年
毎
に

見
直
し
が
あ
り
、
第
７
、
８
期

（
平
成
３
０
年
～
令
和
５
年
）

の
１
号
介
護
保
険
料
の
基
準
年

額
は
、
７
万
２
０
０
０
円
（
月

額
６
０
０
０
円
）
と
６
年
間
据

え
置
き
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

一
方
、
介
護
保
険
会
計
の
準
備

基
金
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
第

９
期
（
令
和
６
年
～
８
年
）
の

計
画
に
お
い
て
は
、
準
備
基
金

の
取
り
崩
し
も
含
め
、
保
険
料

の
引
き
下
げ
が
可
能
で
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
保
険
料
は
現
在
、

基
準
額
を
も
と
に
所
得
に
よ
っ

て
９
段
階
に
わ
か
れ
、
基
準
額

の
０
．
３
倍
か
ら
１
．
７
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
段
階
を
さ
ら

に
細
分
化
し
、
低
所
得
・
中
間

層
の
割
合
を
引
き
下
げ
て
負
担

軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
、
国
で
検
討
中
の
段
階
設
定

や
介
護
報
酬
の
改
定
状
況
を
勘

案
し
て
算
定
を
進
め
ま
す
。

「
近
所
の
人
と
世
間
話
が
で
き

る
身
近
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
い

い
ね
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、

文
化
的
活
動
、
介
護
予
防
な
ど

も
含
め
、
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

（
回
答
）
今
後
、
世
代
間
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
へ
の
財

政
的
な
支
援
、
介
護
予
防
の
一

環
と
し
て
e
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入

を
考
え
て
い
ま
す
。
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新 緑

令
和
５
年
１
２
月
議
会

新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問

（
質
問
）
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

ま
す
か

春
を
告
げ
る
可
憐
な

紅
梅
を
見
つ
け
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
々
が
、
一
刻

も
早
く
安
ら
か
な
日
常

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
現
場
で
は
、
水
の

確
保
、
ト
イ
レ
の
設
置
、

医
療
、
介
護
、
道
路
復

旧
と
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
「
命
を
守
る

こ
と
が
政
治
の
役
割
」

こ
の
言
葉
を
改
め
て
心

に
刻
ん
で
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
企
業
・
大

金
持
ち
を
優
遇
す
る
税

金
の
集
め
方
。
被
災
地

支
援
、
社
会
保
障
、
子

育
て
・
学
生
支
援
等
よ

り

大
幅
な
防
衛
費
・

万
博
費
用
の
増
と
い
う

税
金
の
使
い
方
。
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

あ
け
み
日
誌

（
質
問
）
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
の
た
め
、
準
備
基
金

の
取
り
崩
し
や
段
階
の
細
分

化
検
討
を

（
質
問
）

タ
ク
シ
ー
券
の
利

用
に
関
す
る
声
を
聞
き
取
り
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

再
検
討
を



一
日
の
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
改
善
、
小
学
校
高
学
年
の

教
科
担
任
制
の
導
入
や
少
人
数

学
級
の
継
続
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。

（
回
答
）
課
題
と
な
っ
て
い
る

事
は
、
部
活
動
の
あ
り
方
で
す
。

標
準
授
業
時
数
は
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
せ
ん
。
学
校
行
事
の
見

直
し
、
校
務
の
効
率
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
お
り
、

毎
月
８
０
時
間
を
超
え
る
超
過

勤
務
の
教
員
は
い
ま
せ
ん
。

（
回
答
）
変
更
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
議
会
一
般
質
問

①
本
町
で
も
、
断
熱
・
省
エ
ネ
・

太
陽
光
発
電
な
ど
脱
炭
素
社
会

を
め
ざ
す
計
画
的
な
取
り
組
み

を②
兵
庫
地
域
に
あ
る
土
地
開
発

公
社
土
地
の
産
業
廃
棄
物
問
題

に
つ
い
て

不
法
投
棄
等
に
対
す
る
県
の
指

導
は
、
周
辺
地
域
の
水
質
検
査

実
施
を
、
地
元
説
明
会
を
い
つ

す
る
の
か

③
令
和
６
年
度
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
県
単
位
化
に
お
い
て
、

保
険
税
額
、
基
金
の
取
り
扱
い

等
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
、
こ
ど
も
の
均
等
割
・
減
収

等
に
対
す
る
減
免
対
策
の
拡
充

を

リベルテホール和室解体がストップ
―要望署名が届く

リベルテホールの和室と応接室を会議室にするための改修費３９１

９万３千円の増額補正予算案が議会全会一致で否決されました。とり

わけ和室については、解体して可動式の畳やバリアフリーの入口を設

置する計画でした。

教育厚生委員会では、「会議室は不足してないのでは」「会議室に

改修するだけなのに、費用が高すぎる」新沢あけみ議員は「お茶会が

できるようなすばらしい和室を壊すべきではない」等反対の意見を述

べました。また、質疑応答の中で、町は利用者の意向を全く聞いてな

かったこと、事前に社会教育委員会で検討されてなかった事も発覚し

ました。

議会開会前には、和室を利用されておられる方々から「和室を壊さ

ないで」「日本の文化を大切にしてほしい」と要望署名が届けられま

した。

今回の事案について、令和５年度当初予算で設計費が計上された際、

検討が不十分であったと新沢あけみ議員は自戒しています。

（
質
問
）
２
学
期
の
始
業
日
に

つ
い
て
、
気
候
の
こ
と
も
考
慮

し
、
９
月
１
日
（
明
日
香
・
橿

原
・
大
淀
・
御
所
）
に
戻
し
て

は
ど
う
か
。
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
。

（
質
問
）
教
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て

中
央
教
育
審
議
会
の
提
言
に

基
づ
き
、
本
町
の
実
態
と
見

直
す
点
は

産
業
廃
棄
物
撤
去
へ

―
土
地
開
発
公
社
へ
補
助
金
支
出

兵
庫
地
域
に
あ
る
高
取
町
土
地
開
発
公
社
の
土
地
に
産
業
廃
棄

物
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
す
で
に
判
明
し
て
い
ま
す
。
今
議

会
で
は
、
元
土
地
所
有
者
Ｙ
氏
に
産
廃
撤
去
を
求
め
る
た
め
、
弁

護
士
費
用
１
１
２
万
円
、
水
質
検
査
費
３
２
万
５
６
０
０
円
の
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
敷
地
内
の
新
た
な
不
法

投
棄
廃
棄
物
の
処
理
費
６
３
万
３
６
０
０
円
、
く
さ
り
取
り
付
け

９
０
２
０
０
円
も
計
上
さ
れ
、
土
地
開
発
公
社
へ
の
補
助
金
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
内
容
で
す
。


